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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　薄膜トランジスタに接続された画素電極が画素毎に形成された第１の基板と、
　誘電率異方性が負の液晶からなる液晶層を介して前記第１の基板に対向するように配置
された第２の基板と、を備えた液晶表示素子であって、
　前記画素電極は、スリットで分割された透明性材料からなる複数の電極部と、隣接する
前記電極部間を接続する導通部と、を有し、
　前記各画素は、
　当該画素における前記各電極部のうちの少なくとも１つの電極部に対応する領域が、前
記第１の基板側から前記液晶層に入射される光を前記第２の基板側に透過させる透過表示
部に設定されているとともに、
　残りの他の電極部に対応する領域が、前記第２の基板側から前記液晶層に入射される光
を前記第２の基板側へ反射させる反射表示部に設定され、
　前記透過表示部に対応する前記電極部と前記反射表示部に対応する前記電極部とが、前
記各電極部の下層側に絶縁膜として形成された同一の層に接するように配置され、
　前記スリットの少なくとも一部が、前記透過表示部と前記反射表示部との境界に対応す
る位置に、前記絶縁膜の一部を前記電極部から露出させるようにして形成されており、
　前記第１の基板は、前記絶縁膜の下層側に前記スリットを塞ぐように配置された補助電
極が形成されていることを特徴とする液晶表示素子。
【請求項２】
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　前記反射表示部は、前記絶縁膜の下層側に反射層が形成されていることを特徴とする請
求項１に記載の液晶表示素子。
【請求項３】
　前記第２の基板は、前記各画素間で等しい電位に設定される対向電極が形成され、
　前記補助電極は、前記対向電極と等しい電位に設定されていることを特徴とする請求項
１または２に記載の液晶表示素子。
【請求項４】
　前記反射表示部は、前記補助電極よりも下層側に前記反射層が形成されていることを特
徴とする請求項３に記載の液晶表示素子。
【請求項５】
　前記画素電極は、３つの電極部を有し、
　前記３つの電極部のうち、２つの電極部に対応する領域が透過表示部に設定されている
とともに、残りの１つの電極部に対応する領域が反射表示部に設定されていることを特徴
とする請求項１から４の何れかに記載の液晶表示素子。
【請求項６】
　前記各電極部は外形形状が方形形状に形成され、
　前記導通部は、前記電極部のコーナー間を接続していることを特徴とする請求項１から
５の何れかに記載の液晶表示素子。
【請求項７】
　前記各電極部は互いに等しい面積に形成されていることを特徴とする請求項１から６の
何れかに記載の液晶表示素子。
【請求項８】
　前記画素電極と前記対向電極との間に電圧が印加されていないときに前記液晶層の液晶
が垂直配向することを特徴とする請求項３または４に記載の液晶表示素子。
【請求項９】
　前記反射表示部に対応する前記液晶層の厚さが前記透過表示部に対応する前記液晶層の
厚さの１／２に設定されていることを特徴とする請求項１から８の何れかに記載の液晶表
示素子。
【請求項１０】
　前記反射表示部に対応する前記液晶層の厚さよりも前記透過表示部に対応する前記液晶
層の厚さを薄くする液晶層厚調整層が前記第２の基板に形成されていることを特徴とする
請求項１から９の何れかに記載の液晶表示素子。
【請求項１１】
　前記第２の基板は、前記透過表示部に前記液晶層厚調整層よりも低い高さの突起が形成
されていることを特徴とする請求項１０に記載の液晶表示素子。
【請求項１２】
　前記突起は、前記電極部の中心に対応する位置に形成されていることを特徴とする請求
項１１に記載の液晶表示素子。
【請求項１３】
　前記突起は、円錐形状に形成されていることを特徴とする請求項１１または１２に記載
の液晶表示素子。
【請求項１４】
　前記第２の基板は、前記画素毎に所定の色成分のカラーフィルタが形成され、
　前記カラーフィルタは、前記反射表示部の少なくとも一部に非着色部が形成されている
ことを特徴とする請求項１から１３の何れかに記載の液晶表示素子。
【請求項１５】
　前記非着色部は、前記電極部の中心に対応する位置に形成されていることを特徴とする
請求項１４に記載の液晶表示素子。
【請求項１６】
　前記非着色部は、方形形状に形成されていることを特徴とする請求項１４または１５に
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記載の液晶表示素子。
【請求項１７】
　前記各電極部は、前記画素毎に、データラインに沿う方向に一列に並ぶように配置され
ていることを特徴とする請求項１から１６の何れかに記載の液晶表示素子。
【請求項１８】
　前記絶縁膜は平坦に形成されていることを特徴とする請求項１から１７の何れかに記載
の液晶表示素子。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、垂直配向型の液晶表示素子に関する。
【背景技術】
【０００２】
　垂直配向型のアクティブマトリックス液晶表示素子は、予め定めた間隙を設けて対向す
る一対の基板と、前記一対の基板の互いに対向する内面のうち、一方の基板の内面に設け
られ、行方向及び列方向にマトリックス状に配列する複数の画素電極と、前記一方の基板
の内面に前記複数の画素電極にそれぞれ対応させて設けられ、対応する画素電極にそれぞ
れ接続された複数の薄膜トランジスタ（以下、ＴＦＴと記す）と、前記一方の基板の内面
に各画素電極行の間及び各画素電極列の間にそれぞれ設けられ、その行及び列の前記ＴＦ
Ｔにゲート信号及びデータ信号を供給する複数のゲート配線及びデータ配線と、他方の基
板の内面に、前記複数の画素電極とそれぞれ対向して設けられた対向電極と、前記前側基
板と後側基板の内面にそれぞれ前記電極を覆って設けられた垂直配向膜と、前記前側基板
と後側基板との間の間隙に封入された負の誘電異方性を有する液晶層とからなっている。
【０００３】
　この垂直配向型の液晶表示素子は、複数の画素電極と対向電極とが互いに対向する領域
からなる複数の画素毎に、前記電極間への電圧の印加により液晶分子を垂直配向状態から
倒れ配向させて画像を表示するものであり、各画素の液晶分子は、前記電圧の印加により
、基板面に対して倒れ込むように配向する。
【０００４】
　このような垂直配向型の液晶表示素子では、各画素に印加される電圧に応じて液晶分子
が配向する倒れ配向状態にばらつきがあり、表示むらを生じる。
【０００５】
　そこで、各画素毎の配向状態を安定させ、且つ広い視野角特性を得るために各画素毎に
液晶分子を複数の方向に配向させた複数のドメインを形成するようにした液晶表示装置が
提案されている（特許文献１参照）。
【０００６】
　前記垂直配向型の液晶表示素子は、対向電極にエックス字形状の開口を形成し、対向す
る２つの電極間に電圧が印加されたとき、１つの画素において液晶分子を前記エックス字
形開口の中央に向かって４つの方向に倒れるように配向させたものである。
【特許文献１】特許第２５６５６３９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかし、上記の液晶表示装置は、透過表示の液晶表示装置であって、反射表示ができな
ない。また、各画素の中に形成されたエックス字状開口によって配向方向の異なる領域を
形成するため、各領域間の相互作用を絶つためにエックス字状開口は十分広い幅に形成さ
れる必要があるため、各画素において、電界により制御することができない開口の面積が
多く、対向する電極の面積が少なくなり、開口率が低くなるという問題がある。
【０００８】
　この発明は、観察側からの入射光を利用する反射表示と、前記観察側とは反対側からの
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入射光を利用する透過表示との両方の表示を行なうことができ、且つ前記反射表示による
表示画像と前記透過表示による表示画像との品質差を小さくすることができ、しかも各画
素の液晶分子を電圧の印加により安定に倒れ配向させることにより、表示が明るく、且つ
表示むらのない広視野角で、良好な品質の画像を表示することができる垂直配向型の液晶
表示素子を提供することを目的としたものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　請求項１に記載の発明は、薄膜トランジスタに接続された画素電極が画素毎に形成され
た第１の基板と、誘電率異方性が負の液晶からなる液晶層を介して前記第１の基板に対向
するように配置された第２の基板と、を備えた液晶表示素子であって、前記画素電極は、
スリットで分割された透明性材料からなる複数の電極部と、隣接する前記電極部間を接続
する導通部と、を有し、前記各画素は、当該画素における前記各電極部のうちの少なくと
も１つの電極部に対応する領域が、前記第１の基板側から前記液晶層に入射される光を前
記第２の基板側に透過させる透過表示部に設定されているとともに、残りの他の電極部に
対応する領域が、前記第２の基板側から前記液晶層に入射される光を前記第２の基板側へ
反射させる反射表示部に設定され、前記透過表示部に対応する前記電極部と前記反射表示
部に対応する前記電極部とが、前記各電極部の下層側に絶縁膜として形成された同一の層
に接するように配置され、前記スリットの少なくとも一部が、前記透過表示部と前記反射
表示部との境界に対応する位置に、前記絶縁膜の一部を前記電極部から露出させるように
して形成されており、前記第１の基板は、前記絶縁膜の下層側に前記スリットを塞ぐよう
に配置された補助電極が形成されていることを特徴とする。
【００１０】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の液晶表示素子において、前記反射表示部は
、前記絶縁膜の下層側に反射層が形成されていることを特徴とする。
【００１２】
　請求項３に記載の発明は、請求項１または２に記載の液晶表示素子において、前記第２
の基板は、前記各画素間で等しい電位に設定される対向電極が形成され、前記補助電極は
、前記対向電極と等しい電位に設定されていることを特徴とする。
【００１３】
　請求項４に記載の発明は、請求項３に記載の液晶表示素子において、前記反射表示部は
、前記補助電極よりも下層側に前記反射層が形成されていることを特徴とする。
【００１４】
　請求項５に記載の発明は、請求項１から４の何れかに記載の液晶表示素子において、前
記画素電極は、３つの電極部を有し、前記３つの電極部のうち、２つの電極部に対応する
領域が透過表示部に設定されているとともに、残りの１つの電極部に対応する領域が反射
表示部に設定されていることを特徴とする。
【００１５】
　請求項６に記載の発明は、請求項１から５の何れかに記載の液晶表示素子において、前
記各電極部は外形形状が方形形状に形成され、前記導通部は、前記電極部のコーナー間を
接続していることを特徴とする。
【００１６】
　請求項７に記載の発明は、請求項１から６の何れかに記載の液晶表示素子において、前
記各電極部は互いに等しい面積に形成されていることを特徴とする。
【００１７】
　請求項８に記載の発明は、請求項３または４に記載の液晶表示素子において、前記画素
電極と前記対向電極との間に電圧が印加されていないときに前記液晶層の液晶が垂直配向
することを特徴とする。
【００１８】
　請求項９に記載の発明は、請求項１から８の何れかに記載の液晶表示素子において、前
記反射表示部に対応する前記液晶層の厚さが前記透過表示部に対応する前記液晶層の厚さ
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の１／２に設定されていることを特徴とする。
【００１９】
　請求項１０に記載の発明は、請求項１から９の何れかに記載の液晶表示素子において、
前記反射表示部に対応する前記液晶層の厚さよりも前記透過表示部に対応する前記液晶層
の厚さを薄くする液晶層厚調整層が前記第２の基板に形成されていることを特徴とする。
【００２０】
　請求項１１に記載の発明は、請求項１０に記載の液晶表示素子において、前記第２の基
板は、前記透過表示部に前記液晶層厚調整層よりも低い高さの突起が形成されていること
を特徴とする。
【００２１】
　請求項１２に記載の発明は、請求項１１に記載の液晶表示素子において、前記突起は、
前記電極部の中心に対応する位置に形成されていることを特徴とする。
【００２２】
　請求項１３に記載の発明は、請求項１１または１２に記載の液晶表示素子において、前
記突起は、円錐形状に形成されていることを特徴とする。
【００２３】
　請求項１４に記載の発明は、請求項１から１３の何れかに記載の液晶表示素子において
、前記第２の基板は、前記画素毎に所定の色成分のカラーフィルタが形成され、前記カラ
ーフィルタは、前記反射表示部の少なくとも一部に非着色部が形成されていることを特徴
とする。
【００２４】
　請求項１５に記載の発明は、請求項１４に記載の液晶表示素子において、前記非着色部
は、前記電極部の中心に対応する位置に形成されていることを特徴とする。
　請求項１６に記載の発明は、請求項１４または１５に記載の液晶表示素子において、前
記非着色部は、方形形状に形成されていることを特徴とする。
　請求項１７に記載の発明は、請求項１から１６の何れかに記載の液晶表示素子において
、前記各電極部は、前記画素毎に、データラインに沿う方向に一列に並ぶように配置され
ていることを特徴とする。
　請求項１８に記載の発明は、請求項１から１７の何れかに記載の液晶表示素子において
、前記絶縁膜は平坦に形成されていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２５】
　この発明によれば、観察側からの入射光を利用する反射表示と、前記観察側とは反対側
からの入射光を利用する透過表示との両方の表示を行なうことができ、且つ前記反射表示
による表示画像と前記透過表示による表示画像との品質差を小さくすることができ、しか
も各画素の液晶分子を電圧の印加により安定に倒れ配向させることにより、表示が明るく
、且つ表示むらのない広視野角で、良好な品質の画像を表示することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４３】
　（第１の実施形態）
　図１～図５はこの発明の第１の実施例を示しており、図１は液晶表示素子の一方の基板
の一部分の平面図、図２、図３及び図４は図１のII－II線、III－III線及びIV－IV線に沿
う液晶表示素子の断面図、図５は図２の一部分の液晶層厚を大きく誇張した拡大図である
。
【００４４】
　この液晶表示素子は、垂直配向型のアクティブマトリックス液晶表示素子であり、図１
～図５に示すように、予め定めた間隙を設けて対向配置された一対の透明基板１，２と、
前記一対の基板１，２の互いに対向する内面のうち、一方の基板、例えば観察側（図２～
図４において上側）とは反対側の基板（以下、後基板という）１の内面に行方向（図１に
おいて左右方向）及び列方向（図１において上下方向）にマトリックス状に配列させて設
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けられた複数の透明な画素電極３と、前記反対側基板１の内面に設けられ、前記複数の画
素電極３にそれぞれ接続された複数のＴＦＴ５と、前記後基板１の内面に各画素電極行の
一側及び各画素電極列の一側にそれぞれ沿わせて設けられ、その行及び列の前記ＴＦＴ５
にゲート信号及びデータ信号をそれぞれ供給する複数のゲート配線１２及びデータ配線１
３と、他方の基板、つまり観察側の基板（以下、前基板という）２の内面に設けられ、前
記複数の画素電極３とそれぞれ対向する領域により複数の画素Ａを形成する一枚膜状の透
明な対向電極２０と、前記一対の基板１，２のうち、観察側とは反対側の後基板１の内面
に設けられ、前記複数の画素Ａをそれぞれ、前記観察側から入射した光を前記観察側へ反
射する反射表示部Ａ１と前記反対側から入射した光を前記観察側へ透過させる透過表示部
Ａ２とに区分する反射手段１７と、前記一対の基板１，２の内面それぞれに前記電極３，
２０を覆って設けられた垂直配向膜１８，２６と、前記一対の基板１，２の前記垂直配向
膜１８，２６間の間隙に封入された負の誘電異方性を有する液晶層２７と、前記一対の基
板１，２のいずれかの内面、例えば前記前基板２の内面に設けられ、前記複数の画素Ａの
前記反射表示部Ａ１の液晶層厚ｄ１を前記透過表示部Ａ２の液晶層厚ｄ２よりも小さく規
定する液晶層厚調整層２４とを備えている。
【００４５】
　前記ＴＦＴ５は、図１及び図４に示すように、前記後基板１の基板面に形成されたゲー
ト電極６と、前記ゲート電極６を覆って前記画素電極３の配列領域の全域に形成された透
明なゲート絶縁膜７と、前記ゲート絶縁膜７の上に前記ゲート電極６と対向させて形成さ
れたｉ型半導体膜８と、前記ｉ型半導体膜８のチャンネル領域を形成する中央部の上に設
けられたグロッキング絶縁膜９と、前記ｉ型半導体膜８の一側部と他側部の上にｎ型半導
体膜（図示せず）を介して形成されたドレイン電極１０及びソース電極１１とからなって
いる。
【００４６】
　なお、前記ゲート配線１２は、前記後基板１の基板面に前記ＴＦＴ５のゲート電極６と
一体に形成されており、前記データ配線１３は、前記ゲート絶縁膜７の上に前記ＴＦＴ５
のドレイン電極１０と一体に形成されている。
【００４７】
　また、前記後基板１の内面には、前記複数のＴＦＴ５を覆う透明な平坦化絶縁膜１４と
、その上に形成された透明なオーバーコート絶縁膜１６とが前記画素電極３の配列領域の
全域にわたって設けられており、前記複数の画素電極３は、前記オーバーコート絶縁膜１
６の上に形成され、前記オーバーコート絶縁膜１６及び平坦化絶縁膜１４に設けられたコ
ンタクト孔において、その画素電極３に対応するＴＦＴのソース電極１１に接続されてい
る。なお、図１では前記オーバーコート絶縁膜１６と後基板１の内面の垂直配向膜１８を
省略している。
【００４８】
　前記複数の画素電極３は、前記行方向の電極幅を前記行方向の電極長さよりも小さくし
た細長形状に形成されており、これらの画素電極３にそれぞれ、前記画素電極３を実質的
に正方形状の複数の電極部に区分するスリット４が設けられている。
【００４９】
　この液晶表示素子では、図１及び図２に示すように、前記複数の画素電極３をそれぞれ
、１つの正方形状電極部の幅に対応する幅とその幅の実質的に整数倍、例えば３倍の長さ
を有する細長形状に形成し、これらの画素電極３にその幅方向と平行な２本のスリット４
を前記正方形状電極部の幅に対応する間隔で設けることにより、前記画素電極３をその長
さ方向に並ぶ３つの正方形状電極部３ａ，３ｂ，３ｃに区分している。
【００５０】
　なお、前記スリット４は、前記画素電極３の幅方向の一側縁、例えばＴＦＴ５に接続し
た側とは反対側（図１において左側）の側縁からスリット幅と同程度の距離をとった位置
から前記画素電極３の他側縁にわたって設けられており、前記スリット４により区分され
た複数の正方形状電極部３ａ，３ｂ，３ｃは、前記画素電極３の一側縁と前記スリット４
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の端部との間に形成された導通部４ａを介して互いにつながっている。
【００５１】
　前記スリット４は、４．０μｍ以下の幅に形成されており、また、前記スリット４を挟
んで隣り合う正方形状電極部３ａ，３ｂ及び３ｂ，３ｃの導通部４ａの幅（画素電極３の
一側縁とスリット端との間の距離）は、前記正方形状電極部３ａ，３ｂ，３ｃの前記スリ
ット４と平行な方向の幅の１３／１００以下で、且つ前記導通部４ａの電気抵抗値が許容
範囲を越えない値に設定されている。
【００５２】
　そして、前記画素電極３は、その複数の正方形状電極部３ａ，３ｂ，３ｃのうち、一端
側の正方形状電極部３ａの画素電極端側の１つの角部を前記ＴＦＴ５のソース電極１１に
接続されている。
【００５３】
　一方、前記複数の画素Ａをそれぞれ反射表示部Ａ１と透過表示部Ａ２とに区分する反射
手段１７は、前記後基板１の基板面に、前記複数の画素電極３の予め定めた領域にそれぞ
れ対応させて設けられた金属反射膜により形成されている。以下、この反射手段１７を反
射膜という。
【００５４】
　この実施例では、前記複数の画素電極３毎に、前記スリット４により区分された複数の
正方形状電極部３ａ，３ｂ，３ｃのうち、予め定めた電極部、例えばＴＦＴ５側とは反対
側の電極部３ｃの全域にそれぞれ対応させて前記反射膜１７を設け、前記予め定めた正方
形状電極部３ｃに対応する領域により前記反射表示部Ａ１を形成し、他の正方形状電極部
３ａ，３ｂに対応する領域により前記透過表示部Ａ２を形成している。
【００５５】
　また、前記後基板１の内面には、前記複数の画素電極３の周縁部に沿わせて、前記前基
板２の対向電極２０と対向し、前記対向電極２０との間に予め定めた値の電界を形成する
補助電極１５が設けられている。なお、図１では、補助電極１５を区別しやすくするため
に、前記補助電極１５に対応する部分に平行斜線を施している。
【００５６】
　この補助電極１５は、前記ＴＦＴ５を覆って設けられた前記平坦化絶縁膜１４の上に形
成されており、前記オーバーコート絶縁膜１６により覆われている。
【００５７】
　この実施例では、前記補助電極１５を、前記画素電極３の全周を囲む枠状部と前記画素
電極３のスリット４に対応する線状部とからなる形状に形成し、前記画素電極３の複数の
正方形状電極部３ａ，３ｂ，３ｃのそれぞれの全周縁に沿わせて設けている。
【００５８】
　前記補助電極１５は、各画素電極行毎に、その行の各画素電極３にそれぞれ対応する補
助電極１５同士を互いに連続させた形状に形成されている。なお、この実施例では、図１
及び図３に示すように、１つの行の各画素電極３にそれぞれ対応する補助電極１５同士の
つなぎ部（隣り合う画素電極３間の領域に対応する部分）を前記補助電極１５と同じ幅に
形成しているが、前記補助電極１５同士のつなぎ部は、前記補助電極１５よりも小さい幅
に形成してもよい。
【００５９】
　さらに、前記補助電極１５は、前記画素電極３との間に補償容量を形成するための容量
電極と一体的に形成されている。
【００６０】
　すなわち、前記補助電極１５の前記画素電極３の全周を囲む枠状部と前記画素電極３の
スリット４に対応する線状部はそれぞれ、その側縁部が前記画素電極３の各正方形状電極
部３ａ，３ｂ，３ｃの周縁部に対向する形状に形成されており、前記補助電極１５の前記
枠状部及び線状部の側縁部、つまり前記画素電極３の各正方形状電極部３ａ，３ｂ，３ｃ
の周縁部に対向する部分により、前記画素電極３との間に前記オーバーコート絶縁膜１６
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を誘電体層とする補償容量を形成する容量電極部が形成され、前記枠状部の画素電極３の
外方に張出す部分及び前記線状部の前記スリット４内に対応する部分により、前記対向電
極２０と対向し、前記対向電極２０との間に予め定めた値の電界を形成する補助電極部が
形成されている。
【００６１】
　なお、前記補助電極１５は、前記ＴＦＴ５を覆って設けられた平坦化絶縁膜１４の上に
形成されているため、前記補助電極１５と前基板２の対向電極２０との間に存在する導電
性膜は、前記補助電極１５を覆うオーバーコート絶縁膜１６の上に形成された画素電極３
だけであり、したがって、前記補助電極１５の枠状部の画素電極３の外方に張出す部分及
び前記線状部の前記スリット４内に対応する部分の全域を前記対向電極２０と対向させ、
その間に予め定めた値の電界を形成することができる。
【００６２】
　さらに、前記補助電極１５は、図５に示すように、前記前基板２の対向電極２０と対向
する部分に形成された低抵抗金属膜１５ａと、縁部に前記画素電極３と対向する容量電極
部が形成され、前記低抵抗金属膜１５ａと重ねて設けられた透明導電膜１５ｂとの積層膜
により形成されている。
【００６３】
　なお、この実施例では、前記低抵抗金属膜１５ａを前記平坦化絶縁膜１４の上に形成し
、その上に前記透明導電膜１５ｂを、前記低抵抗金属膜１５ａ上から前記平坦化絶縁膜１
４上にわたる幅に形成しているが、それと逆に、前記平坦化絶縁膜１４の上に前記透明導
電膜１５ｂを形成し、その上に前記低抵抗金属膜１５ａを形成してもよい。
【００６４】
　そして、前記後基板１の内面の垂直配向膜１８は、前記複数の画素電極３を覆って、前
記画素電極３の配列領域の全域に形成されている。
【００６５】
　一方、前基板２の内面には、前記複数の画素Ａ間の領域に対応させて、遮光膜（例えば
クロム膜と酸化クロム膜との積層膜）からなる格子膜状のブラックマスク２１が設けられ
ており、さらに、前記一対の基板１，２のいずれかの内面には、複数の画素Ａの全域にそ
れぞれ対応させて、赤、緑、青の３色のカラーフィルタ２２Ｒ，２２Ｇ，２２Ｂが設けら
れている。
【００６６】
　この実施例では、前記赤、緑、青の３色のカラーフィルタ２２Ｒ，２２Ｇ，２２Ｂを前
基板２の内面に前記ブラックマスク２１を覆って設け、その上に、前記複数の画素Ａの前
記反射表示部Ａ１の液晶層厚ｄ１を前記透過表示部Ａ２の液晶層厚ｄ２よりも小さく規定
する液晶層厚調整層２４を形成している。
【００６７】
　前記液晶層厚調整層２４は、前記複数の画素Ａの前記反射表示部Ａ１にそれぞれ対応さ
せて設けられた感光性樹脂等からなる透明膜により形成されている。
【００６８】
　この液晶層厚調整層２４は、前記複数の画素Ａの透過表示部Ａ２の液晶層厚ｄ２の約１
／２の膜厚に形成され、前記複数の画素Ａの反射表示部Ａ１の液晶層厚ｄ１を、実質的に
、前記透過表示部Ａ２の液晶層厚ｄ２の１／２に規定している。
【００６９】
　また、この実施例では、前記赤、緑、青の３色のカラーフィルタ２２Ｒ，２２Ｇ，２２
Ｂの前記反射表示部Ａ１の予め定めた領域に対応する部分、例えば前記反射表示部Ａ１の
中央部に対応する部分に、光を着色せずに透過させる非着色部２３を形成している。
【００７０】
　前記カラーフィルタ２２Ｒ，２２Ｇ，２２Ｂの非着色部２３は、前記カラーフィルタ２
２Ｒ，２２Ｇ，２２Ｂを部分的に欠落させて形成されており、前記カラーフィルタ２２Ｒ
，２２Ｇ，２２Ｂの上に、無色の透明膜からなる液晶層厚調整層２４が、前記カラーフィ
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ルタ２２Ｒ，２２Ｇ，２２Ｂの欠落部に充填して形成されている。
【００７１】
　そして、前記対向電極２０は、前記カラーフィルタ２２Ｒ，２２Ｇ，２２Ｂ及び液晶層
厚調整層２４の上に形成されており、前記前基板２の内面の垂直配向膜１８は、前記対向
電極２０を覆って前記画素電極３の配列領域の全域に形成されている。
【００７２】
　前記後基板１と前基板２は、前記複数の画素電極３の配列領域を囲む図示しない枠状の
シール材を介して接合されている。
【００７３】
　なお、前記後基板１は、その行方向の一端と列方向の一端とにそれぞれ、前基板２の外
方に突出する張出部（図示せず）を有しており、前記複数のゲート配線１２は、前記行方
向の張出部に形成された複数のゲート側ドライバ接続端子にそれぞれ接続され、前記複数
のデータ配線１３は、前記列方向の張出部に形成された複数のデータ側ドライバ接続端子
にそれぞれ接続されている。
【００７４】
　また、前記後基板１の内面には、前記シール材による基板接合部の角部付近から前記行
方向と列方向の張出部の一方または両方に導出され、前記ドライバ接続端子と並べて形成
された対向電極端子に接続された対向電極接続配線が設けられており、前記前基板２の内
面の対向電極２０は、前記基板接合部において前記対向電極接続配線に接続され、この対
向電極接続配線を介して前記対向電極端子に接続されている。
【００７５】
　さらに、前記後基板１の内面の各行の補助電極１５は、前記画素電極３の配列領域の外
側の一端または両端に前記データ配線１３と平行に設けられた図示しない補助電極接続配
線に共通接続されており、この補助電極接続配線は、前記行方向と列方向の張出部の一方
または両方に導出され、その張出部に前記ドライバ接続端子と並べて形成された補助電極
端子に接続されている。
【００７６】
　前記補助電極端子は、前記対向電極端子と共通の端子、或いは前記対向電極端子の接続
電位と同じ電位に接続される端子であり、したがって、前記複数の補助電極１５の電位は
、前記対向電極２０の電位と実質的に同じ値に設定されている。
【００７７】
　そして、前記液晶層２７は、前記後基板１と前基板２との間の前記シール材で囲まれた
領域に封入されており、この液晶層２７の液晶分子２７ａは、図５のように、一対の基板
１，２の内面にそれぞれ設けられた垂直配向膜１８，２６の垂直配向性により、基板１，
２面に対して実質的に垂直に配向している。
【００７８】
　また、前記後基板１と前基板２の外面には、後側偏光板２８と前側偏光板２９が、それ
ぞれの透過軸を実質的に互いに直交させるか、或いは、それぞれの透過軸を実質的に互い
に平行にして配置されている。
【００７９】
　さらに、前記後基板１と後側偏光板２８との間及び前記前基板２と前側偏光板２９との
間にはそれぞれ、表示のコントラストを向上させるための位相差板３０，３１が配置され
ており、また、前記前基板１と前側の位相差板３１との間には、液晶表示素子の前側、つ
まり観察側から入射した外光（外部環境の光）の前基板１の外面での表面反射による表示
のギラつきを無くすための拡散層３２が設けられている。
【００８０】
　なお、前記拡散層３２は、光散乱粒子を混入した粘着剤層からなっており、前側の位相
差板３１は、前記拡散層３２により前基板２の外面に貼付けられている。また、前記前側
の位相差板３１と前側偏光板２９、前記後基板１と後側の位相差板３０、前記後側の位相
差板３０と後側偏光板２８はそれぞれ、図示しない非拡散性の両面粘着フィルムにより貼
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付けられている。
【００８１】
　この液晶表示素子は、前記複数の画素電極３とＴＦＴ５とゲート配線１２及びデータ配
線１３を設けた後基板１の内面と、前記対向電極２０を設けた前基板２の内面とにそれぞ
れ前記電極３，２０を覆って垂直配向膜１８，２６を設け、前記一対の基板１，２の前記
垂直配向膜１８，２６間の間隙に負の誘電異方性を有する液晶層２７を封入した垂直配向
型のものであり、前記複数の画素電極３と対向電極２０とが互いに対向する領域からなる
複数の画素Ａ毎に、前記画素電極３と対向電極２０との間への電圧の印加により、前記液
晶層２７の液晶分子２７ａを、図５の垂直配向状態から倒れ配向させて画像を表示する。
【００８２】
　そして、この液晶表示素子は、前記一対の基板１，２のうち、観察側とは反対側の後基
板１の内面に、前記複数の画素Ａをそれぞれ、前記観察側から入射した光を前記観察側へ
反射する反射表示部Ａ１と、前記反対側から入射した光を前記観察側へ透過させる透過表
示部Ａ２とに区分する反射手段を設けているため、前記複数の画素Ａの反射表示部Ａ１に
より、観察側から入射した外光を利用する反射表示を行ない、前記複数の画素の透過表示
部により、液晶表示素子の後側に配置された面光源３３から照射され、前記観察側とは反
対側から入射した光を利用する透過表示を行なうことができる。
【００８３】
　また、この液晶表示素子は、前記一対の基板１，２のいずれか、例えば観察側の前基板
２の内面に設けられ、前記複数の画素３の前記反射表示部Ａ１の液晶層厚ｄ１を前記透過
表示部Ａ２の液晶層厚ｄ２よりも小さく規定する液晶層厚調整層２４を備えているため、
観察側から入射し、前記反射表示部Ａ１の液晶層２７を往復して透過して前記観察側に出
射する光に対する前記液晶層２７の複屈折作用と、観察側とは反対側から入射し、前記透
過表示部Ａ２の液晶層２７を一方向に透過して前記観察側に出射する光に対する前記液晶
層２７の複屈折作用との差を小さくし、前記反射表示による表示画像と前記透過表示によ
る表示画像との品質差を小さくすることができ、しかも各画素の液晶分子２７ａを電圧の
印加により安定に倒れ配向させることにより、表示が明るく、且つ表示むらのない広視野
角で、良好な品質の画像を表示することができる。
【００８４】
　この実施例では、上述したように、前記複数の画素Ａの反射表示部Ａ１の液晶層厚ｄ１

を、実質的に、前記透過表示部Ａ２の液晶層厚ｄ２の１／２に規定しているため、前記反
射表示部Ａ１の液晶の屈折率異方性Δｎと液晶層厚ｄ１との積Δｎｄ１を、前記透過表示
部Ａ２のΔｎｄ２の実質的に１／２にし、前記反射表示部Ａ１と透過表示部Ａ２の液晶層
２７を透過する光に対する複屈折作用を実質的に等しくして、前記反射表示による表示画
像と前記透過表示による表示画像との品質差をほとんど無くすことができる。
【００８５】
　また、この液晶表示素子は、前記液晶層厚調整層２４を、前記一対の基板１，２のいず
れか、例えば前基板２の内面に、前記複数の画素Ａの反射表示部Ａ１にそれぞれ対応させ
て設けられた透明膜により形成しているため、簡単な構造で、前記反射表示部Ａ１の液晶
層厚ｄ１を前記透過表示部Ａ２の液晶層厚ｄ２よりも小さくすることができる。
【００８６】
　さらに、この液晶表示素子は、前記一対の基板１，２のいずれか、例えば前基板２の内
面に、複数の画素Ａの全域にそれぞれ対応させて赤、緑、青の３色のカラーフィルタ２２
Ｒ，２２Ｇ，２２Ｂを設け、これらのカラーフィルタ２２Ｒ，２２Ｇ，２２Ｂの前記反射
表示部Ａ１の予め定めた領域に対応する部分に、光を着色せずに透過させる非着色部２３
を形成しているため、前記反射表示のときも前記透過表示のときもカラー画像を表示する
とともに、前記反射表示のときに、前記透過表示部Ａ２から出射する着色光に比べて輝度
が低い着色光（カラーフィルタ２２Ｒ，２２Ｇ，２２Ｂを往復して透過した光）を出射す
る前記反射表示部Ａ１から、前記カラーフィルタ２２Ｒ，２２Ｇ，２２Ｂにより着色され
た着色光と前記カラーフィルタ２２Ｒ，２２Ｇ，２２Ｂの非着色部２３を透過した非着色
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光とを出射させ、前記非着色光により見掛け上の輝度を底上げされた、前記透過表示によ
るカラー画像の明るさと同程度の充分な明るさのカラー画像を表示することができる。
【００８７】
　そして、この実施例では、前記カラーフィルタ２２Ｒ，２２Ｇ，２２Ｂの非着色部２３
を、前記カラーフィルタ２２Ｒ，２２Ｇ，２２Ｂを部分的に欠落させて形成し、前記カラ
ーフィルタ２２Ｒ，２２Ｇ，２２Ｂの上に、無色の透明膜からなる液晶層厚調整層２４を
、前記カラーフィルタ２２Ｒ，２２Ｇ，２２Ｂの欠落部に充填して形成しているため、液
晶表示素子の製造を容易にすることができる。
【００８８】
　また、この液晶表示素子においては、前記後基板１の内面に、前記複数の画素電極３の
周縁部に沿わせて、前記前基板２の対向電極２０と対向し、前記対向電極２０との間に予
め定めた値の電界を形成する補助電極１５を設けているため、各画素Ａの液晶分子２７ａ
を、前記画素電極３と対向電極２０との間への電圧の印加により、前記画素Ａの周縁部か
ら前記画素の中心に向かって倒れ込むように安定に倒れ配向させ、前記反射表示のときも
透過表示のときも、ざらつき感の無い良好な品質の画像を表示することができる。
【００８９】
　すなわち、前記補助電極１５を備えない液晶表示素子では、前記ゲート配線１２及びデ
ータ配線１３と前記画素電極３の縁部との間にゲート信号及びデータ信号の電位に対応し
た横電界（基板面に沿った方向の電界）の影響、或いは、前記画素Ａの周縁の液晶分子２
４ａの配向の不安定性の影響により前記画素電極３と対向電極２０との間への電圧の印加
による画素Ａ内の液晶分子２７ａの倒れ配向に乱れを生じ、表示にざらつき感を発生する
。
【００９０】
　それに対して、この実施例の液晶表示素子は、前記画素電極３の周縁部に沿わせて設け
られた前記補助電極１５と前記対向電極２０との間に予め定めた値の電界を形成するよう
にしているため、前記画素Ａの周囲の基板１，２間の電界（補助電極１５と対向電極２０
との間の電界）を同じにし、前記画素Ａ内の液晶分子２７ａを、各画素Ａ毎に、前記画素
電極３と対向電極２０との間に印加された電圧に対応させて、前記画素Ａの周縁部から前
記画素Ａの中心に向かって倒れ込むように配向させることができ、また、前記ゲート配線
１２及びデータ配線１３と前記画素電極３の縁部との間の電位差による発生する前記横電
界の影響をなくすことができる。したがって、液晶分子２７ａを、各画素Ａ毎に安定して
配向させ、ざらつき感の無い良好な品質の画像を表示することができる。
【００９１】
　すなわち、この液晶表示素子は、前記補助電極１５の電位を前記対向電極２０の電位と
実質的に同じ値に設定することにより、前記補助電極１５と対向電極２０との間、つまり
前記画素Ａの周囲の領域を実質的に無電界にし、その領域の液晶分子２７ａの配向状態を
、基板１，２面に対して実質的に垂直に配向した状態にしているので、前記各画素Ａの液
晶分子２７ａを、前記画素電極３と対向電極２０との間への電圧の印加により、前記画素
Ａの周縁部から前記画素Ａの中心に向かって安定に倒れ配向させ、より良好な品質の画像
を表示することができる。
【００９２】
　さらに、この液晶表示素子は、前記補助電極１５を、前記画素電極３との間に補償容量
を形成するための容量電極と一体的に形成しているため、前記画素電極３の周縁部に対向
させて補償容量形成用電極を設け、その外側に対向電極２０との間に予め定めた値の電界
を形成するための補助電極を設ける必要がないから、隣合う画素Ａ間の領域の幅を小さく
し、充分な開口率を得ることができる。
【００９３】
　しかも、この液晶表示素子は、前記補助電極１５を、前記対向電極２０と対向する部分
に形成された低抵抗金属膜１５ａと、縁部に前記画素電極３と対向する容量電極部が形成
され、前記低抵抗金属膜１５ａと重ねて設けられた透明導電膜１５ｂとの積層膜により形
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成しているため、前記画素Ａの反射表示部Ａ１及び透過表示部Ａ２からの出射光を、前記
補償容量の形成部からも出射させ、開口率をさらに高くすることができる。
【００９４】
　また、この液晶表示素子においては、前記複数の画素電極３にそれぞれ、前記画素電極
３を、実質的に正方形状の複数の電極部３ａ，３ｂ，３ｃに区分するスリット４を設けて
いるため、前記各画素Ａの液晶分子２７ａを、前記画素電極３と対向電極２０との間への
電圧の印加により、前記画素電極３のスリット４により区分された各正方形状電極部３ａ
，３ｂ，３ｃに対応する各領域毎に、その周縁部の各縁から前記領域の中心に向かって均
等に倒れ配向させることができ、したがって、各正方形状電極部３ａ，３ｂ，３ｃ毎の配
向の中心位置をさらに安定させ、良好な品質の画像を表示することができる。
【００９５】
　しかも、この液晶表示素子は、前記複数の画素電極３をそれぞれ、１つの正方形状電極
部の幅に対応する幅とその幅の実質的に整数倍の長さを有する細長形状に形成し、その幅
方向と平行に設けられたスリット４により、前記画素電極３の長さ方向に並ぶ複数の正方
形状電極部３ａ，３ｂ，３ｃに区分しているため、画素密度を高くし、精細度の高い画像
を表示するとともに、前記各画素Ａの液晶分子２７ａを、前記各正方形状電極部３ａ，３
ｂ，３ｃに対応する各領域毎に、その周縁部から前記領域の中心に向かってバランス良く
倒れ配向させ、高品質の画像を表示することができる。
【００９６】
　また、この実施例では、上述したように、前記スリット４を４．０μｍ以下の幅に形成
しているため、前記スリット４を設けたことによる画素電極３の面積の減少を極く少なく
し、充分な開口率を得ることができる。
【００９７】
　しかも、この実施例では、上述したように、前記スリット４を挟んで隣り合う正方形状
電極部３ａ，３ｂ及び３ｂ，３ｃの導通部４ａの幅を、前記正方形状電極部３ａ，３ｂ，
３ｃの前記スリット４と平行な方向の幅の１３／１００以下に設定しているため、前記ス
リット４を挟んで隣り合う正方形状電極部３ａ，３ｂ及び３ｂ，３ｃにそれぞれ対応する
領域の液晶分子２７ａが、前記導通部４ａに対応する部分において互いに影響し合って同
じ方向に倒れるように配列することは無く、したがって、各画素Ａの液晶分子２７ａを、
前記画素電極３と対向電極２０との間への電圧の印加により、前記各正方形状電極部３ａ
，３ｂ，３ｃに対応する領域毎に、その周縁部から中心に向かって安定に倒れ配向させる
ことができる。
【００９８】
　また、この実施例では、前記導通部４ａの幅を、その電気抵抗値が許容範囲を越えない
値に設定しているため、前記データ配線１３からＴＦＴ５を介して画素電極３の１つの正
方形状電極部３ａに供給されたデータ信号に対応する電圧を、ほとんど電圧降下を生じさ
せること無く他の正方形状電極部３ｂ，３ｃにも供給して、各正方形状電極部３ａ，３ｂ
，３ｃと対向電極２０との間にそれぞれ実質的に同じ値の電圧を印加することができ、し
たがって、前記各正方形状電極部３ａ，３ｂ，３ｃに対応する各領域の液晶分子２７ａを
、その周縁部から中心に向かって実質的に同じ倒れ角で倒れ配向させることができる。
【００９９】
　なお、この実施例では、２本のスリット４のうち、一方のスリット４を挟んで隣り合う
正方形状電極部３ａ，３ｂの導通部４ａと、他方のスリット４を挟んで隣り合う正方形状
電極部３ｂ，３ｃの導通部４ａとを画素電極３の同じ側の縁部に形成しているが、これら
の導通部４ａは、前記画素電極３の幅方向の中央部に形成してもよく、また、一方の導通
部４ａを前記画素電極３の一側縁部に形成し、他方の導通部４ａを前記画素電極３の他側
縁部に形成してもよい。
【０１００】
　さらに、この液晶表示素子は、前記補助電極１５を、前記画素電極３の全周を囲む枠状
部と前記画素電極３のスリット４に対応する線状部とからなる形状に形成し、前記画素電
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極３の複数の正方形状電極部３ａ，３ｂ，３ｃのそれぞれの全周縁に沿わせて設けている
ため、前記各画素Ａの液晶分子２７ａを、前記各正方形状電極部３ａ，３ｂ，３ｃに対応
する各領域毎に、その全周の縁部から前記領域の中心に向かって倒れ込むようにさらに安
定に倒れ配向させ、より高品質の画像を表示することができる。
【０１０１】
　また、この液晶表示素子は、前記複数の画素電極３毎に、前記スリット４により区分さ
れた複数の正方形状電極部３ａ，３ｂ，３ｃのうち、予め定めた電極部、例えばＴＦＴ５
側とは反対側の電極部３ｃの全域にそれぞれ対応させて前記反射膜１７を設け、前記予め
定めた正方形状電極部３ｃに対応する領域により前記反射表示部Ａ１を形成し、他の正方
形状電極部３ａ，３ｂに対応する領域により前記透過表示部Ａ２を形成しているため、前
記各画素Ａの液晶分子２７ａを、前記反射表示部Ａ１と透過表示部Ａ２の各表示部毎に安
定に倒れ配向させ、前記反射表示のときも透過表示部のときも良好な品質の画像を表示す
ることができる。
【０１０２】
　（第２の実施形態）
　図６～図８はこの発明の第２の実施例を示しており、図６は液晶表示素子の一方の基板
の一部分の平面図、図７は図６のVII－VII線に沿う液晶表示素子の断面図、図８は図７の
一部分の液晶層厚を大きく誇張した拡大図である。なお、この実施例において、上述した
第１及び第２の実施例に対応するものには図に同符号を付し、同じものについてはその説
明を省略する。
【０１０３】
　この実施例の液晶表示素子は、対向電極２０が設けられた前基板２の内面に、後基板１
の複数の画素電極３のスリット４により区分された正方形状電極部３ａ，３ｂ，３ｃのう
ち、少なくとも１つの電極部の中心にそれぞれ対応させて複数の突起２５を設けたもので
あり、他の構成は第１の実施例と同じである。
【０１０４】
　この実施例では、前記突起２５を、前記画素電極３のスリット４により区分された３つ
の正方形状電極部３ａ，３ｂ，３ｃのうち、液晶層厚ｄ２が大きい透過表示部Ａ２を形成
する２つの正方形状電極部３ａ，３ｂの略中央にそれぞれ対応させて設けている。
【０１０５】
　前記突起２５は、前記対向電極２０の上に、感光性樹脂等の誘電性材料により、前記前
基板２の基板面に平行な断面形状が円形で、且つ突出端に向かって径が小さくなる形状、
例えば、円錐状または裁頭円錐状或いは半球状（図では円錐状）に形成されており、その
上に、前記複数の突起２５及び対向電極２０を覆って垂直配向膜２６が形成されている。
【０１０６】
　なお、前記突起２５の基部（最大径部）の直径は、前記正方形状電極部３ａ，３ｂ，３
ｃの幅の１／５以下、好ましくは１／１０以下に設定されており、また前記突起２５の高
さは、各画素Ａの反射表示部Ａ１の液晶層厚ｄ１を前記透過表示部Ａ２の液晶層厚ｄ２よ
りも小さく規定する液晶層厚調整層２４の厚さよりも小さく設定されている。
【０１０７】
　そして、この実施例では、前記前基板２の基板面に、前記複数の突起２５にそれぞれ対
応させて、複数の画素Ａ間の領域に対向する格子膜状ブラックマスク２１と同じ遮光膜か
らなるドット状ブラックマスク２１ａを設けている。
【０１０８】
　すなわち、この液晶表示素子は、対向電極２０が設けられた前基板２の内面に、後基板
１の複数の画素電極３のスリット４により区分された正方形状電極部３ａ，３ｂ，３ｃの
うち、少なくとも１つの電極部の略中央にそれぞれ対応させて複数の突起２５を設けるこ
とにより、液晶層２７の液晶分子２７ａを、一対の基板１，２の内面にそれぞれ設けられ
た垂直配向膜１８，２６の垂直配向性により、図８に示すように、前記突起２５に対応す
る部分以外の領域において、基板１，２面に対して実質的に垂直に配向させ、前記突起２
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５に対応する部分においては、前基板２側の前記突起２５の近傍の液晶分子２７ａが前記
突起２５の形状に応じて前記突起２５の周面及び頂面に対してそれぞれ実質的に垂直な方
向に分子長軸を向けて配向し、後基板１の近傍の液晶分子２７ａが前記後基板１面に対し
て実質的に垂直に配向した状態に配向させたものである。
【０１０９】
　この液晶表示素子によれば、前記画素電極３の各電極部３ａ，３ｂ，３ｃの略中央に設
けた前記突起２５の近傍の液晶分子２７ａが、その長軸を前記垂直配向膜２６に対して垂
直に配向しているため、その周辺の領域の液晶分子２７ａは、前記突起２５の近傍の液晶
分子２７ａの配向方向に誘導され、前記突起２５に向かって倒れるように配向する。
【０１１０】
　そのため、画素電極３と対向電極２０との間に電圧を印加したときに、正方形状電極部
３ａ，３ｂ，３ｃの前記液晶分子２７ａを、前記突起２５を中心にして、その突起２５に
向かって倒れ込むように配向させ、前記突起２５を設けた領域の液晶分子２７ａの配向状
態を、各正方形状電極部３ａ，３ｂ，３ｃ毎に安定させることができる。
【０１１１】
　さらに、この実施例では、前記突起２５を、前記前基板２の基板面に平行な断面形状が
円形で、且つ突出端に向かって径が小さくなる形状に形成しているため、前記突起２５を
対応させた正方形状電極部３ａ，３ｂに対応する領域の液晶分子２７ａを、前記突起２５
の周囲の全周から前記突起２５に向かって高い安定性で倒れ配向させることができる。
【０１１２】
　また、この実施例では、前記突起２５を、前記画素電極３のスリット４により区分され
た複数の正方形状電極部３ａ，３ｂ，３ｃのうち、前記透過表示部Ａ２を形成する電極部
３ａ，３ｂに対応させて設けているため、液晶層厚ｄ２が大きい前記透過表示部Ａ２の液
晶分子２７ａを、前記正方形状電極部３ａ，３ｂに対応する領域の中心に向かってさらに
安定に倒れ配向させ、透過表示の表示品質を、上記第１の実施例よりもさらに高くするこ
とができる。
【０１１３】
　なお、前記反射表示部Ａ１の液晶層厚ｄ１は前記透過表示部Ａ２の液晶層厚ｄ２よりも
小さいため、前記反射表示部Ａ１に対応する領域の液晶分子２７ａは、その領域の中心に
対応する突起が無くても前記領域の中心に向かって安定に倒れ配向する。
【０１１４】
　また、この実施例では、前記前基板２の基板面に、前記複数の突起２５にそれぞれ対応
させてドット状ブラックマスク２１ａを設けているため、前記突起２５に対応する部分か
らの液晶分子の配向状態（前基板２側の前記突起２５の近傍の液晶分子２７ａが液晶分子
２７ａが前記突起２５の周面及び頂面に対してそれぞれ実質的に垂直な方向に分子長軸を
向けて配向し、後基板１の近傍の液晶分子２７ａが前記後基板１面に対して実質的に垂直
に配向した状態）による観察側への光漏れを無くすことができる。
【図面の簡単な説明】
【０１１５】
【図１】この発明の第１の実施例を示す液晶表示素子の一方の基板の一部分の平面図。
【図２】図１のII－II線に沿う液晶表示素子の断面図。
【図３】図１のIII－III線に沿う液晶表示素子の断面図。
【図４】図１のIV－IV線に沿う液晶表示素子の断面図。
【図５】図２の一部分の液晶層厚を大きく誇張した拡大図。
【図６】この発明の第２の実施例を示す液晶表示素子の一方の基板の一部分の平面図。
【図７】図６のVII－VII線に沿う液晶表示素子の断面図。
【図８】図７の一部分の液晶層厚を大きく誇張した拡大図。
【符号の説明】
【０１１６】
　１，２…基板、３…画素電極、３ａ，３ｂ，３ｃ…正方形状電極部、４…スリット、４
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ａ…導通部、５…ＴＦＴ、６ゲート電極、７…ゲート絶縁膜、８…ｉ型半導体膜、１０…
ドレイン電極、１１…ソース電極、１２…ゲート配線、１３…データ配線、１４…平坦化
絶縁膜、１５…補助電極、１６…オーバーコート絶縁膜、１７…反射手段（反射膜）、１
８，２６…垂直配向膜、２０…対向電極、２１，２１ａ…ブラックマスク、２２Ｒ，２２
Ｇ，２２Ｂ…カラーフィルタ、２３…非着色部、２４…液晶層厚調整層、２５…突起、２
７…液晶層、２７ａ…液晶分子、２８，２９…偏光板、３０，３１…位相差板、３２…拡
散層、Ａ…画素、Ａ１…反射表示部、Ａ２…透過表示部、３３…面光源。

【図１】 【図２】
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